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　歯周病における歯槽骨吸収は主要な臨床症状の
一つであり，その状態を診断するのにはX線写
真が重要な位置を占めている．二等分法X線写
真，歯頸部投影法X線写真，咬翼法X線写真，
パノラマX線写真などが診断に利用されている
が，いつれも二次元画像による診断であり歯槽骨
の吸収の状態とくに壁性骨欠損を診断することが
困難である．
　今回，歯科用小照射野X線CT（㈱モリタ製作
所，京都，以下3DX）画像診断において歯周病
による骨吸収像の観察に有用であった1例を経験
したのでその写真を供覧する．
　患者は，52歳男性であり，2000年11月21日右側
下顎第二大臼歯の自発痛と動揺を主訴に本学歯周
病科を受診し，その後，歯周処置を行ってい
る．2002年6月4日右側下顎第二大臼歯部の骨吸
収の状態を精査するために画像検査を行った．
　断層方式パノラマX線写真においては，右側
下顎第一大臼歯部において根分岐部病変と遠心側
写真1　断層方式パノラマX線写真においては，右
　　　側下顎第一大臼歯部の根分岐部病変，遠心
　　　側歯槽骨の水平的骨吸収を認める．第二大
　　　臼歯部では近心根の根尖病巣と歯根膜腔の
　　　拡大を認め，歯槽骨の水平的吸収を認める．
（2002年6月28日受付；2002年8月25日受理）
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内田他二歯周病による骨吸収像の観察に有用であった1例
3DX画像では右側下顎第一大臼歯部の根尖周囲の著しい骨崩壊像を認める．第二大臼歯部では近
心根の歯槽骨が一部残存しているが，遠心根周囲骨は完全に崩壊，吸収されているのが認められる．
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の歯槽骨の水平的骨吸収を認めた（写真1）．第
二大臼歯部においては近心根の根尖病巣と歯根膜
腔の拡大を認め，歯槽骨の水平的吸収を認め
た．3DX画像では右側下顎第一大臼歯部の根尖
周囲の著しい骨崩壊像を認めた．第二大臼歯部に
おいては近心根の歯槽骨が一部残存しているが，
遠心根周囲の骨は完全に崩壊し吸収さているのが
認められた．また，一部においては下顎管壁の破
壊像を認めた（写真2，3）．
　歯周病における骨の吸収像，破壊像とくに骨壁
性骨欠損をX線画像として捉えることは従来の
画像検査法では困難であった．今回の3DX検査
においては歯周病による骨吸収像，歯槽骨の状態
を明瞭に観察するこができ，今後の処置方針の決
定に役立つことができた．
